
◆フロンの種類
①特定物質…画期的な発明として広まったが、オゾン層破壊と地球温暖化に繋がると解明され規制される

CFC:クロロフルオロカーボン・・・クロロ(塩素)フルオロ(フッ素)カーボン(炭素)からなるフロン
HCFC:ハイドロクロロフルオロカーボン・・・ハイドロ(水素)クロロ(塩素)フルオロ(フッ素)カーボン(炭素)からなるフロン

②代替フロン…オゾン層破壊効果のへの対策

HFC:ハイドロフルオロカーボン・・・ハイドロ(水素)フルオロ(フッ素)カーボン(炭素)からなるフロン
オゾン破壊効果があるC(クロロ:塩素)を構造式に持たないことが特徴のため代替ブロンとなったが
特定物質と同じく温室効果については高く、地球温暖化の視点で問題視されている

③ノンフロン…新冷媒として注目・研究されている

HFC:HFC32はオゾン破壊係数も温暖化係数も低い最もバランス型
HFO:ハイドロフルオロオレフィン・・・ハイドロ(水素)フルオロ(フッ素)オレフィン(不飽和炭化水素)からなるフロン

フッ素化合物だが温室効果係数がCFCの1/6と低く、特にHFO-1234yfが注目されている

◆冷媒の進化と影響

②代替フロン

③ノンフロン
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◆CFC(-R12,R502…etc.)
2009年末で全廃
◆HCFC (-R12,R502…etc.)
2030年末で全廃
(先進国は2020年、途上国は2030年)

地球温暖化係数
高い

地球温暖化係数低い

オゾン破壊効果
高い

①フロン（特定物質）

1974年フロンによるオゾン層破壊メカニズムの解明
1987年「モントリオール議定書」採択

オゾン層破壊の観点でCFC・HCFC
生産・消費を段階的に規制

◆HFC(-R410A,R32…etc.)
クロロ(塩素)を構造式に持たずオゾン層に対し無毒

1997年 「京都議定書」採択
温室効果ガスの排出量削減を義務化

2015年 「パリ協定」採択
2020年以降の温室効果ガス排出削減
などの国際枠組み
業界の取組により排出を抑制

2016年 「キガリ改正」採択
モントリオール議定書の
対象物質にHFC(代替えフロン)を追加
し生産および消費を規制

オゾン破壊効果
低い

地球温暖化
防止

◆HFO(-1234yf…etc.)
フッ素化合物ですがフロンではなく温暖化係数が低い

2019年に日本で開始し
2036年までに85%分を削減

フロンの種類と歴史

冷媒の進化と環境への影響
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地球のために当社ができること
フロンの選択と対応をご提案いたします。
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提案1
【代替フロン製品の更新】

提案2
【ノンフロン製品の提案】

規制の影響で品薄状態になるだけではなく
例年、夏の熱くなる時期に更新のお問合せが
急増します。さらに混雑が予想されますのでお
早めにお問合せください。

使い終わったフロン製品の回収、廃棄にも規制が
設けられましたが、当社で一貫して承りますので
ご安心いただけます。

廃棄時にはフロン回収の責務があります。

更新のご相談はお急ぎください！！

環境に優しい
新グリーン冷媒

取急ぎ
更新したい！

85%削減

【キガリ改正】
代替フロン(HFCなど)を
2036年を目標に段階的に規制します。 ◆代替フロンも生産中止となると…

・部品が品薄になり入手困難
・更新、修理などに時間がかかる
・希少価値が上がり高値になる

※手に入らなくなるとお断りする場合もございます。
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提案1,2については当社HP内のサービスメニューにて詳しくご案内しています。

×

お客様に最適なソリューションを提供しています。
環境に優しい選択肢として、ぜひご検討ください。


